
 

一般社団法人 全国知的障害児者生活サポート協会 

２０２３年度事業報告 

（２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日） 

 

【概 括】 

 

Ⅰ 組織 

２０２３年度会員目標を１５８，０００人としたが、会員総数は１５５，９０１人

（対前年度比・約１％増）※グラフ１と、目標会員数には３年連続で届かなかった。２０

２３年度初めは新型コロナウィルスの影響がまだあったため新規会員拡大のための

説明会を行うことが困難であったことが大きいが、他にも要因があるものと考えられ

る。 

年々Ｂ、Ｃプラン加入率が徐々に増え、２０２３年度はＢプランが４０％、Ｃプラ

ンが１０％を超えた。そのためＡプランの割合が５０％を切った。 

 

グラフ１ 会員数の推移 

 

 

表１ ブロック別会員数の推移 

 

 事業 

１ サポート協会における事業の実施 

２０２３年度は５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類

に引き下げられ、感染前の状況に戻ってきた。しかしながら、夏から秋にかけ新型

コロナだけでなくインフルエンザも流行したため、延期や実施方法を変更した事業

があったようだ。 



２０２３年度の事業についての正確な数字は、２０２４年度のブロック会議にて

報告する。 

   

２ ブロック会議 

（１）２０２３年度から近畿中四国ブロックが近畿ブロックと中四国ブロックに別れ、

７ブロックでの開催となった。開催方法は東北ブロックのみオンラインであった

が他はすべて会場開催となった。 

（２）ＡＩＧ損害保険㈱から個人賠償保険変更について提案され、協議を行った。ブ

ロック会議後、ＪＩＣの担当者が各サポート協会に出向き、詳細な説明を行ない

理解を求めた。 

（３）中部ブロックではアールブリュット入賞者表彰式を行った（愛知県）。他２作

品は東北ブロック管轄の秋田県と福島県の作品が入賞したため、賞状、副賞は送

付となった。 

（４）総会で実施できなかった、事務職員永年勤務表彰を関越、中部、九州ブロック

行った。 

 

３ 啓発事業 

（１）広報紙「サポ協だより シンビオシス～共生～」の発行 

７月１日付で１７６，３５０部を印刷し、４６サポート協会及びジェイアイ

シーグループ等に送付した。 

なお、各サポート協会に会員数による当会広報紙発送費用助成として 

２，１４８，８０３円拠出した。 

 

（２）広告掲載 

ア 集会 

① 日本知的障害者福祉協会 

「全国知的障害福祉関係職員研究大会」 

② 全国手をつなぐ育成会連合会 

「第８回全国大会」  

「事業所協議会全国研修大会」 

イ 冊子 

① 日本知的障害者福祉協会「さぽーと」（年間） 

② 全国手をつなぐ育成会連合会「手をつなぐ」（年間） 

ウ 週刊福祉新聞 暑中見舞名刺広告・年賀名刺広告 

 

（３）ホームページ 

「サポート協会及びブロックの活動」のページには、なかなか各サポート協会

の事業実施情報を集めるのがむずかしいため、主に各サポート協会で発行して

いる広報紙を掲載した。 



また、２０２２年度にホームページリニューアル及び Google広告を予算化

していたが実施できなかったため、２０２３年度に実施した。主な改定点は以

下のとおりである。 

ア Google広告の本格稼働とそれに伴う「生活サポート総合補償」ページの改

定 

 ２０２２年度末にテスト稼働していたがその後中断していた Google広告

を１１月より本格的に稼働開始した。開始に時間を要したのは、テスト時に

リンク先である「生活サポート総合補償」ページが充実しておらず、費用対

効果が見込めないと判断し、「生活サポート総合補償」ページをよりわかり

やすく改定したため。 

 稼働後は、広告の運用サポートを依頼しているウィズハート社、補償制度

アドバイザー、事務局員にて毎月、広告掲載ログ分析、広告内容やホームぺ

ージの課題等、協議を行っている。 

イ 「アールブリュット作品展」ページの作成 

今まで「お知らせ」ページにＰＤＦで掲載していた「アールブリュット作

品展」を単独のページとして作成し、作品を見やすくした。 

ウ 「お知らせ」から「国からの情報」を独立 

今まではＴＯＰページ内の「お知らせ」で当会の情報の他に「国からの情

報」も掲載していたが、大事な情報が埋もれてしまうため、「国からの情

報」を別に開設した。 

 

４ 「生活サポート総合補償制度」の長期的安定に向けての施策 

         （三者プロジェクト―拡大ＭＶＰ委員会、三者会議―の実施） 

（１）拡大ＭＶＰ委員会 

 ２０２３年度は、品川区総合区民会館にてハイブリッドでの開催となった。 

ＡＩＧおよびＪＩＣの担当者から主に「生活サポート総合補償制度」の個人賠償

保険金支払いの課題について説明があった。 

（２）三者会議 

７月から９月にかけて各サポート協会、担当のＡＩＧ、ＪＩＣの三者で行い、

終了後のアンケート結果をブロック会議資料として配布した。 

 

５ アールブリュット展 

 ２６サポート協会から３６７作品の応募があり、その中から１２９作品が当会の

アールブリュット展に出品され、当会ホームページに掲載した。 

コロナ時の対策として２０２０年度から各サポート協会の理事や事務局員（５名

以内）１名あたり５作品まで投票、その結果を各サポート協会から当会まで送って

もらい、得票数が多かった３作品を入賞作品とした。また、初めての試みとして 

２０２３年度はオンラインでの投票も可能とした。 

入賞者には当会から賞状とともに、ＡＩＧ及びＪＩＣより副賞が授与された。 

  



６ 事業助成 

２０２３年度は主催事業のみでなく共催事業も申請可能ということ周知したこと

から２３サポート協会から申請があったが１事業が中止となった。そのため、助成の

総額は、２，１２２，５２０円となった。  

 

７ 弁護士の委託 

 当会を通じ計５件の依頼を受けたが内３件は当会の委託弁護士から依頼者の自宅

近隣の弁護士の紹介にとどまっている。詳細については、補足資料のとおりである。 

 

８ 小規模サポート協会への助成 

 ２０２２年度は、９月末時点で会員数１，０００人未満のサポート協会に助成を行

った。２０２１年度より３サポート協会減り、４サポート協会に３３１，１００円を

助成した。 

 

９  カレンダー作製（試行事業） 

 アールブリュット展で当会に出品された作品を掲載した２０２４年Ｂ３版カレン

ダーを約６，０００部作製し、各サポート協会、作者、関係者に配布した。また、送

付に際して、各サポート協会に最高額５万円の助成を行い１，１２０，９０９円拠出

した。 

 

１０ 電話相談事業（試行事業） 

 ７月より会員向けに税金（税理士）・法律（弁護士）・年金（社会保険労務士）の

先生方による日時指定の予約制電話相談を開始した。 

 ９件の依頼があり、担当の先生方には迅速に対応していただいた。詳細は補足資料

のとおりである。  

 

１１ オンラインセミナーの実施（試行事業） 

 試行事業として、当会主催で会員等に向け、ＪＩＣの協力のもと、３回にわけて、

昨年同様の「病気予防＆事故防止」セミナーを行った。 

 １回目のみ生配信とし他２回は録画配信とした。情宣は当会ホームページの他、広

報紙にも掲載を行ったが参加者は少なく、情宣方法を検討する必要がある。 

 

１２ 「障害者の文化芸術活動を推進する全国ネットワーク」への参加 

情報収集の１つとして参加し、事務局長が会議に出席した。会議はほぼ毎回オン

ラインで行われた。 

  



【会議実施等詳細】 

１ （１）２０２３年度定時社員総会 

日  時：２０２３年５月３０日（火）１２：３０～１４：３０ 

場  所：大田区産業プラザ PIO イベントホール 

議案事項：・２０２３年度事業報告及び決算報告・監査報告 他 

（２）２０２３年度臨時総会 

日  時：２０２４年１月１８日（木)１３：３０～１４：１０ 

場  所：一般社団法人全国知的障害児者生活サポート協会 事務所 

         オンライン（Zoom） 

議案事項：定款一部変更 

 

２ 理事会 

 日時 場所 内容 

第１回 

 

2023年 4月 24日

(月) 

13:30～16:30  

大田区産業プラザ

特別会議室 

オンライン 

（ZOOM） 

・2022年度事業報告･決算報告(案) 

・役員変更について 他 

臨時 2023年 5月 30日

(火) 

14:30～14:45 

 

大田区産業プラザ 

イベントホール 

オンライン 

（ZOOM） 

・代表理事（理事長）、副理事長選定 

定款第 31 条

に基づく 

2023年 12月 29日

(金) 

電磁的記録 ・定款（目的）変更(案) 

第 2回 2024 年 3 月 7 日

(火) 

13:00～15:30 

大田区産業プラザ

特別会議室 

オンライン 

（ZOOM） 

・2023年度事業の評価反省 

・2024年度事業計画 他 

 

３ 拡大ＭＶＰ委員会 ＭＶＰ委員会 

拡大ＭＶＰ委員会(兼三役会) 

日時：２０２３年７月２０日（水）１２：３０～１４:３０ 

場所：品川区総合区民会館 イベントホールＡＢ・オンライン（ZOOM） 

内容：・三者プロジェクトについて 

・生活サポート総合補償制度のさらなる発展に向けて 

・三者会議実施について 

第１回ＭＶＰ委員会 

日時：２０２３年１１月２９日（月）１４：００ ～１５：２０ 

場所：全国サポート協会 事務所・オンライン（ZOOM） 

内容：・事業助成について 

第２回ＭＶＰ委員会 



日時：２０２４年２月１４日(水)  １４：００～１５：００ 

場所：全国サポート協会 事務所・オンライン（ZOOM） 

内容：・事業助成について 

 

４ ブロック会議 

・第１２回北海道ブロック会議 

２０２３年１１月２２日（水） １５：００～１７：００ 

北海道(札幌市)  道民活動センター かでる 2.7 

・第１６回東北ブロック会議 

２０２３年１０月３日（火） １３：３０～１５：３５ 

福島県 オンライン 

・第１７回関東甲越ブロック会議 

２０２３年１０月６日(金) １３：３０～１６：３０ 

東京都 日本青年館ホテル 

・第１６回中部ブロック会議 

２０２３年１１月２日(木) １３：３０～１７：００ 

長野県（ながの） ホテルメトロポリタン長野 

・第１回近畿ブロック会議 

２０２３年１１月３０日（木） １５：００～１７：００ 

滋賀県 クサツエストピアホテル 

・第１回中国・四国ブロック会議 

２０２３年１０月１１日（水） １４：００～１６：３０ 

高知県 ザ・クラウンパレス新阪急高知 

・第１６回九州ブロック会議 

２０２３年１０月２０日(金) １４：００～１７：００ 

大分県 ホアートホテル大分 

 

５ 研修会 

日時：２０２３年５月３０日（火）１５：００～１６：３０ 

場所：大田区産業プラザ PIO イベントホール 

内容：特別支援学校について 

講師 全国特別支援教育推進連盟 理事長 宮崎英憲 氏 













 

一般社団法人 全国知的障害児者生活サポート協会 

２０２４年度事業計画  

 

【基本方針】 

１ 理念 

Ｍｉｓｓｉｏｎ（ミッション・使命） ＝知的障害児者生活サポート 

Ｖｉｓｉｏｎ  （ヴィジョン・将来像）＝全国（組織） 

Ｐａｓｓｉｏｎ（パッション・熱情） ＝協会（熱い情の協働体）  

２ 組織では、全国サポート協会と各サポート協会間の一層の連携 

３ 事業では、当会定款第２条（目的・事業）を実施・継続 

４ ＡＩＧ損害保険株式会社並びにジェイアイシーグループと協議を継続 

 

【活動内容】 

１ 組織の運営 

  当会の組織、事業及び財政など会務の適正な運営を図るため、定時社員総会・理事会

また必要に応じて三役会等を開催する。 

 なお、開催方法については、会場開催のみでなく出席状況によって、オンラインやハ

イブリット開催も検討する。 

（１）定時社員総会 １回 

（２）理 事 会 ２回 

 

２ 事業の実施 

当会は、定款第２条の知的障害児者・発達障害児者（以下「障害者」という）とその

家族の生活安定と福祉の推進に寄与することを目的とし、その目的に資するため、次

の事業を行う。 

① 障害者とその家族の生活安定のための各種の事業 

② 障害者の各種制度に関する調査研究並びに意見具申 

③ 社員の役職員の研鑽等、社員の健全な発展に資する各種の事業 

④ 社員の発展に必要な援助及び指導 

⑤ その他、当会の目的を達成するために必要な事業 

 

（１）相談支援事業の実施 

ブロック活動の促進に協力 

全国の７ブロックで、ブロック毎に会議を開催し、報告・協議等を行う。 

なお、理事会や総会と同様に開催方法については、会場開催、ハイブリット開催、

オンライン開催等も検討する。 

ア ブロック活動の推進に協力し、必要な情報を提供する。 

イ ブロック活動に対し、補助金を助成する。 

ウ 事務局職員の研修等を必要に応じ、具体的目的があればブロック毎に開催

し、必要な情報を提供する。 



 

 

エ 全国サポート協会ホームページの｢サポート協会及びブロック会議の活動｣

にて各ブロックの会議報告を行う。 

 

（２）啓発事業の実施 

ア 広報紙「サポ協だより シンビオシス～共生～」の発行、配布：年１回 

   総会やアールブリュット展入賞作品や、会員へ有用な情報を発信する。 

  また、各サポート協会には、当会広報紙発送費用助成を行う。 

イ ホームページ 

サポート協会の事業を一般に広く公開する。また、社員に必要な情報を即時発信

する。 

新規会員獲得のために Google広告を活用し、場合によっては「生活サポート総合

補償制度とは」のページをより見やすくわかり易いように改訂をすすめる。 

 

ウ 広告掲載 

（ア）集会（費用はジェイアイシーと折半） 

① 日本知的障害者福祉協会 

「全国知的障害福祉関係職員研究大会」⇒ 令和６年１０月３日・４日 福井

県 

② 全国手をつなぐ育成会連合会 

「全国大会」 ⇒ 令和６年１０月 秋田県 

「事業所協議会全国研修大会」  

（イ）冊子（費用はジェイアイシーと折半） 

① 日本知的障害者福祉協会「さぽーと」 

② 全国手をつなぐ育成会連合会「手をつなぐ」 

（ウ）週刊福祉新聞「暑中見舞名刺広告」「年賀名刺広告」 

（エ）上記以外に新規会員開拓に効果が見込める方法があれば検討する。 

 

（３）組織強化の実施 

ア 三者プロジェクト（「生活サポート総合補償制度」の長期的安定に向けての施策）

の実施 

 「生活サポート総合補償制度」の長期的安定の施策について三者（AIG損保・JIC・

全国サポート協会）で協議を行う。 

（ア）新規会員の増員 

会員（加入者）の目標は、２０２４年度は１５８，０００人とする。 

Google広告やＨＰ、事業実施での情宣等を活用し、若年層の新規会員（加

入者）の開拓を推進する。そのための施策を協議、検討する。 

（イ）制度安定のための課題改善 

 制度安定に向けて、保険利用率の改善やその他の課題について、三者で検

証し、協議を行う。 



 

 

 ２０２４年度は個人賠償についての協議を早急に行っていく必要がある。 

（ウ）サポート協会（社員）加盟の促進 

未加盟残り２県（広島、島根）のサポート協会（社員）設立の働きかけを

全国サポート協会、近隣のサポート協会及び担当のジェイアイシーグループ

と連携して行う。 

（エ）発達障害が加入要件に含まれたことにより、法人名について協議する。 

 

（４） 「会員管理システム」活用の推進及びジェイアイシーグループとの連携により適

正な会員（加入者）の情報管理に努める。 

 ア 「会員管理システム」新システムへの移行 

 ２００９年度頃より運用を開始し、利用の各サポート協会へも費用負担していた

だいている現行の「会員管理システム」について見直しを検討し、２０２５年度に

向けて新システムへの移行準備を行う。 

 

３ 小規模サポート協会への支援 

小規模サポート協会<会員（加入者）数１，０００人以下）へ基盤強化・拡大を図

るため、支援する。 

・支援内容    年間 会員（加入者）1人１００円 

・会員（加入者）数の基準日 毎年８月３１日(現在) 

尚、最高限度額を１００,０００円、最低保障額を５０,０００円 

（１，０００人を超えた年度で支援終了） 

 

４ アールブリュット作品展 

会員、非会員にかかわらず作品を募集し、応募のあった全作品を当会ホームペー

ジに掲載する。また、入賞作品を広報紙（サポ協だより）及び２０２５年度分のパ

ンフレットに掲載する。 

また、入賞しなかった応募作品についても、２０２５年カレンダーを作成し、多

くの作品を掲載する。（試行事業） 

 

５ ＭＶＰ委員会の実施 

（１）各サポート協会の主催事業支援助成について協議する。 

（２）今後当会が実施する事業について協議する。 

（３）拡大ＭＶＰ委員会に於いては、委員は三者プロジェクトの各ブロック代表者とし

て、ＡＩＧ損保・ＪＩＣとともに「生活サポート総合補償制度」の長期的安定に向

けての施策について協議する。 

（４）当会の事業内容等について協議を行う。 

 

６ サポート協会事業実施への助成 

各サポート協会が行っている主催事業及び共催事業に対して全国サポート協会から



 

 

２０２３年度は２００万円（2022年度繰越 30万円有。計 230万円）であったが、 

２０２４年度より２５０万円の助成を行う。 

 

７ 「障害者の文化芸術活動を推進する全国ネットワーク」 への参加 

「障害者の文化芸術活動を推進する全国ネットワーク」の構成団体として、障害

者文化芸術活動を推進するための啓発活動、事業について情報を得る。 

 

８ 当会の中長期的活動の計画と推進 

 当会のこれからの課題について検討し、今後の計画をたて、取り組めるところか

ら随時活動を開始する。 

 

≪試行事業≫ 

１ 当会事業 

（１）応募があった会員のアールブリュット作品を基に２０２５年カレンダーを作

成する。 

 会員等への送付はサポート協会を通して行っていただくため、各サポート協

会に送料として最高５万円まで助成する。 

（２）会員向けに予約制による法律及び税務・年金の電話相談を実施する。 

（３）オンライン研修会の実施に向けて、効果のある情宣方法、研修会の内容や開

催方法についての情報収集と検討を行う。 

 

２ 弁護士委託事業 

各サポート協会から当会に弁護士紹介依頼があった場合、ブロック担当の弁護士を

紹介する。 



 
 

【２０２４年度会議予定表】  

期日 会議名 場所 

4 月 12 日(金) 監査 
全国サポート協会 事務所 

  第 1 回三役会 

4 月 25 日(木) 第 1 回理事会 大田区産業プラザ 特別会議室 

5 月 31 日(金) 定期社員総会 品川区総合区民会館 ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ 

7 月 2 日(火) 拡大 MVP 委員会 東京都立産業貿易センター浜松町館 

第 2会議室   第 2 回三役会 

10 月 11 日(金） 関東甲越ブロック会議 神奈川県（やまゆり） 

10 月 17 日(木） 北海道ブロック会議 北海道（札幌市） 

10 月 22 日(火） 近畿ブロック会議 京都府（京都） 

11 月 1 日(金） 九州ブロック会議 宮崎県（フェニックス） 

11 月 7 日(木） 中国・四国ブロック会議 鳥取県 

11 月 14 日(木) 東北ブロック会議 山形県 

11 月 28 日(木) 中部ブロック会議 三重県 

12 月 MVP 委員会 全国サポート協会 事務所予定 

  第 3 回三役会 全国サポート協会 事務所予定  

2025 年    

2 月初旬 第 4回三役会 全国サポート協会 事務所予定 

3 月 4 日(火) 第 2 回理事会 大田区産業プラザ 特別会議室 

   

 



一般社団法人 全国知的障害児者生活サポート協会

２０２４年度収支予算　－運営の部－

2024年4月1日から2025年3月31日まで

収入 （単位：円）

大 科 目 中 科 目 2023年度予算額
2024 年 度
予 算 額

2023年度予算・
2024 年 度 予 算

増 減

運営費収入 32,424,400 31,495,700 △ 928,700

入 会 金 930,000 0 △ 930,000

年 会 費 31,494,400 31,495,700 1,300

雑 収 入 雑 収 入 1,000 1,000 0 利息

定期預金 移転(引越)残繰入 1,500,000 1,500,000 移転用定期預金残7,176,213より

32,425,400 32,996,700 571,300

支出

大 科 目 中 科 目 2023年度予算額
2024 年 度
予 算 額

2023年度予算・
2024 年 度 予 算

増 減

事 業 費 18,118,000 18,447,000 329,000

入 会 金 返 金 3,000 3,000 0 脱退・二重払込等による入会金の返金

年 会 費 返 金 20,000 20,000 0 脱退・二重払込等による年会費の返金

事 業 助 成 2,310,000 2,500,000 190,000 サポート協会主催事業助成・新規広報紙作成助成

組 織 強 化 費 335,000 355,000 20,000 小規模サポート協会への支援金

啓 発 宣 伝 費 3,000,000 2,687,000 △ 313,000 広告掲載、HP維持等

研 修 費 100,000 100,000 0 研修会講師謝礼 

ブ ロ ッ ク 助 成 金 1,500,000 2,100,000 600,000

当 会 事 業 費 5,600,000 5,400,000 △ 200,000

広 報 紙 発 送 助 成 2,700,000 2,700,000 0 広報紙発送費用助成

印 刷 製 本 費 1,550,000 1,782,000 232,000 広報紙作成費用等

支 払 手 数 料 1,000,000 800,000 △ 200,000 振込手数料等

管 理 費 20,949,000 23,208,000 2,259,000

人 件 費 5,523,000 5,569,000 46,000 職員2名分、事務局長社会保険手当　通勤手当

法 定 福 利 費 555,000 600,000 45,000 社会保険料等

福 利 厚 生 費 160,000 190,000 30,000 役員職員傷害保険、購読料、健康診断等

総 会 費 2,700,000 2,200,000 △ 500,000 総会（交通費1名分、会場費）等

会 議 費 3,000,000 3,200,000 200,000 理事会、三役会、委員会（会場、交通費）等

旅 費 交 通 費 1,200,000 1,500,000 300,000 ブロック会議等

Ｍ Ｖ Ｐ 委 員 会 1,000,000 500,000 △ 500,000 委員会旅費等

賃 借 料 3,355,000 3,586,000 231,000 家賃　保証会社更新料　家賃更新料他

水 道 光 熱 費 144,000 150,000 6,000 水道、電気料

通 信 運 搬 費 422,000 422,000 0 電話、切手、宅配便等

環 境 管 理 費 0 17,000 17,000

リ ー ス 料 460,000 454,000 △ 6,000 事務機器など

消 耗 品 費 600,000 500,000 △ 100,000 複合機使用料,ZOOM年間更新費,事務務用品費等

会 員 管 理 費 410,000 2,900,000 2,490,000 会員管理費、AIGﾃﾞｰﾀ送料、新会員管理システム作成料

顧 問 ・ 指 導 料 1,080,000 1,080,000 0 顧問3名分 　

租 税 公 課 110,000 110,000 0 法人税・法務局変更登記申請手数料

渉 外 費 100,000 100,000 0 慶弔・贈答品等

引 当 金 120,000 120,000 0 退職引当金

雑 費 10,000 10,000 0 雑費

予 備 費 (繰越金より支出) 1,000,000 1,000,000 0

義 援 金 1,000,000 1,000,000 0 災害義援金など

40,667,000 42,655,000 1,988,000

△ 8,241,600 △ 9,658,300 △ 1,416,700

32,425,400 32,996,700 571,300

繰越金

大 科 目 中 科 目 2023年度予算額
2024 年 度
予 算 額

2023年度予算・
2024 年 度 予 算

増 減

繰 越 金 前 期 繰 越 金 12,198,349 10,141,276 △ 2,057,073 前年度繰越金(2023年度繰越金）

収 支 差 額 ( 収 入 － 支 出 ) △ 8,241,600 △ 9,658,300 △ 1,416,700 赤字（理由摘要に記載）

3,956,749 482,976 △ 3,473,773

支　出　合　計

収　入　合　計

繰　越　金

ブロック活動費助成金（7ブロック） ﾌﾞﾛｯｸ弁護士委託費用

収支差額（収入－支出）

合　　　　計

摘　　要

摘　　要

200円×156,957人=313,914,000
100円×  1,043人=  1,043,000　計31,495,700円

テナント保険料（2年更新）

摘　　要

ｶﾚﾝﾀﾞｰ作成費･送料･箱代･発送助成金　相談事業　オンライン研修
会



一般社団法人 全国知的障害児者生活サポート協会

２０２４年度収支予算　－保険料の部－

2024年4月1日から2025年3月31日まで

（単位：円）

大 科 目 2023年度予算額 2024年度予算額 増 減

158,002 人

4月 17,000 円 × 79,172 人 ＝ 1,345,924,000

5月 15,060 円 × 157 人 ＝ 2,364,420

6月 13,710 円 × 315 人 ＝ 4,318,650

7月 12,330 円 × 131 人 ＝ 1,615,230

8月 10,950 円 × 108 人 ＝ 1,182,600

9月 9,590 円 × 97 人 ＝ 930,230

10月 8,240 円 × 91 人 ＝ 749,840

11月 6,860 円 × 111 人 ＝ 761,460

12月 5,480 円 × 86 人 ＝ 471,280

1月 4,120 円 × 48 人 ＝ 197,760

2月 2,750 円 × 58 人 ＝ 159,500

80,374 人 1,358,674,970

4月 22,720 円 × 61,650 人 ＝ 1,400,688,000

5月 20,160 円 × 175 人 ＝ 3,528,000

6月 18,350 円 × 355 人 ＝ 5,861,050

7月 16,510 円 × 163 人 ＝ 2,387,950

8月 14,650 円 × 123 人 ＝ 1,576,860

9月 12,820 円 × 115 人 ＝ 1,266,150

10月 11,010 円 × 109 人 ＝ 999,530

11月 9,170 円 × 107 人 ＝ 785,380

12月 7,340 円 × 106 人 ＝ 585,120

1月 5,520 円 × 99 人 ＝ 362,340

2月 3,660 円 × 85 人 ＝ 311,100

63,087 人 1,418,351,480

4月 19,510 円 × 13,888 人 ＝ 270,954,880

5月 17,480 円 × 88 人 ＝ 1,538,240

6月 15,900 円 × 257 人 ＝ 3,677,670

7月 14,310 円 × 65 人 ＝ 826,150

8月 12,710 円 × 38 人 ＝ 422,940

9月 11,130 円 × 40 人 ＝ 381,600

10月 9,540 円 × 39 人 ＝ 310,050

11月 7,950 円 × 37 人 ＝ 235,320

12月 6,360 円 × 44 人 ＝ 210,320

1月 4,780 円 × 30 人 ＝ 95,100

2月 3,170 円 × 15 人 ＝ 47,550

14,541 人 278,699,820

支 出 保 険 料 3,055,469,980 3,055,726,270 256,290

摘　　要

3,055,726,270

合計

256,290

プランＡ

会員数は前年度月別比で算定し、保険料に乗算

プランＣ

合計

2024年度会員目標

同　　上

合計

収　　　入 保　　険　　料

プランＢ

3,055,469,980


